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地域を支える力持ち
老人クラブの仲間になりませんか？…2

http://www.city.nishinoomote.lg.jp/

25 日（日）13 時から火縄銃大会（東町公民館横駐車場）
　　　種子島、堺、国友、中種子、南種子など、島内外の団体が出演予定！

24 日（土）前夜祭　18時から市民会館
　　　「マリオネット（ポルトガルギター・マンドリン）」公演

今年で鉄砲まつりは　　  回目‼…14
24、25 日は鉄砲館の入館が無料 !!

鉄砲伝来の歴史を感じよう !8 月 25日（日）

ヴィラ・ド・ビスポ市（ポルトガル・姉妹都市）からも参加！



②

　

６
月
30
日
（
日
）、
下
西
校
区
公
民
館

で
、
校
区
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
50

名
以
上
が
集
ま
り
、
校
区
役
員
、
地
域

の
方
と
環
境
美
化
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
公
民
館
の
窓
ふ
き
、
草

払
い
、
植
栽
の
手
入
れ
な
ど
の
作
業
を

分
担
し
て
実
施
。
新
た
に
松
葉
牡
丹
、

ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
、
ケ
イ
ト
ウ
、
ア
ゲ
ラ

タ
ム
の
４
種
類
の
花
も
植
え
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
も
、
手
慣
れ
た
様
子
で
作
業

を
進
め
、
公
民
館
や
周
辺
は
あ
っ
と
い

う
間
に
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
西
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
古
元
邦
彦

会
長
は
、「
楽
し
く
活
動
を
行
い
な
が

ら
、
校
区
や
集
落
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
高
齢
者
（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
）
で
構
成
さ

れ
た
会
員
数
15
人
以
上
の
団
体
で
す
。
令
和
元
年
６
月
末
現
在
１
２
４
９

人
が
加
入
し
て
い
ま
す
（
左
表
）。

　

活
動
内
容
は
、「
地
域
に
お
け
る
貢
献
活
動
」、「
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
支
援
活
動
」、「
生
き
が
い
づ
く
り
等
の
社
会
参
加
活
動
」
な
ど
で
す
。

あなたも老人クラブの
　　仲間になりませんか？地域を支える力持ち

～下西校区老人クラブ、校区役員・地域の皆さん～

令和元年度老人クラブ団体数　※（ ）は会員数
西町春日長寿会（84） 池之久保老人クラブ（24）桜園老人クラブ（61）
東町玉川会（16） 横山老人クラブ（51） 浦田老人クラブ（47）
天神町はつらつクラブ（26）川迎老人クラブ（81） 下之町老人クラブ〈現和〉（16）
中目和老会〈榕城〉（38）塰泊安徳会（56） 武部老人会（15）
鴨女町明朗会（64） 池野老人クラブ（24） 西俣老人クラブ（38）
小牧喜生会（39） 下石寺老人クラブ（16） 古田長生会（18）
本立シニア会（31） 上石寺老人クラブ（32） 能野老人クラブ（41）
美浜町生きいきクラブ（32）湊老人クラブ（49） 住吉本村老人クラブ（57）
野首つわぶき会（36） 中目老人クラブ〈国上〉（90）沖ヶ浜田老人クラブ（23）
松寿会〈松畠〉（78） 寺之門老人クラブ（66） 合計 29 団体 1,249 人

　

市
内
の
29
の
ク
ラ
ブ
が
所
属
す
る
、

西
之
表
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
小

牧
鐡
徳
会
長
）
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
や
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
な
ど
、

ク
ラ
ブ
の
垣
根
を
こ
え
た
交
流
の
場

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も

の
に
す
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
加
入
申
込
先

　

各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ
先

①
西
之
表
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

務
局
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
２
２
‐
０
５
０
６

②
市
役
所
高
齢
者
支
援
課

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
支
援
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
３
０
）

※
お
住
ま
い
の
地
域
の
ク
ラ
ブ
が
わ

か
ら
な
い
な
ど
、
ご
不
明
な
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
た
に
老
人
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る

地
域
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り  

生
き
が
い
づ
く
り  

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
も　

活
動
充
実
の
老
人
ク
ラ
ブ

下
西
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

  

公
民
館
美
化
で
活
躍

市政の窓
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③

　

６
月
13
日
（
木
）、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ

や
か
で
、「
西
之
表
市
食
生
活
改
善
推
進
員
委

嘱
状
交
付
式
」
を
開
催
し
、
新
規
会
員
12
名

を
含
む
、
39
名
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

（
会
員
は
左
表
の
と
お
り
）

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
食
と
健
康

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
市
民
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
江
口
ス
ワ
子
さ
ん
、
德
永
ヨ
シ
ヱ
さ

ん
、
羽
生
睦
子
さ
ん
（
同
日
欠
席
）
が
推
進
員

を
勇
退
さ
れ
、
長
年
の
尽
力
に
対
し
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

令和元年度西之表市食生活改善推進員名簿
校区 氏名 校区 氏名 校区 氏名

榕城
上方

榎本　ユリ子

榕城
下方

榎本　和枝 下西 長瀬　なみ子
遠藤　いよ子 楢原　幽美子

国上

落合　ミチヨ
神田　あつ子 鮫島　利　枝 髙石　尚美
上籠　明美 榎本　澄江 河本　てる子
𠮷田　郁代 木原　すずえ 河本　アツミ
小倉　文子 加世田　佳子 青野　恵子
新藤　久美子 村井　ムツヨ 伊関 沖田　実子
松園　功　 久保田　銀子 安納 中園　由美子松園　とし子 土井　浩子 花木　米子
森田　麻々 濱添　むつ子 現和 﨑田　みよこ
安山　昌代

下西
榎本　浪子 安城 川畑　美和子

羽生　恭子 大石　由美子 古田 澤柳　ひとみ
公納　直子 春田　祥子 住吉 羽嶋　栄子

市
食
生
活
改
善
推
進
員
に
委
嘱
状
を
交
付　

新
規
会
員
12
名

　

６
月
14
日
（
金
）、
種
子
島
酪
農
女

性
部
（
長
野
勝
江
部
長
、
松
元
絹
江
さ

ん
、
小
川
眞
知
子
さ
ん
、
森
田
み
ゆ
き

さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が
、
牛
乳
月
間
Ｐ
Ｒ

活
動
で
来
庁
し
ま
し
た
。

　

牛
乳
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
だ
け
で
は
な

く
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、

ビ
タ
ミ
ン
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ま
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
健
康
維
持
や
体

力
向
上
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
飲
料

で
す
。

　

種
子
島
の
美
味
し
い
牛
乳
を
飲
ん
で

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

父
の
日
に
は
牛ち

ち乳
を
贈
ろ
う
！
酪
農
女
性
部
牛
乳
を
Ｐ
Ｒ

小
学
生
大
活
躍　

県
下
柔
道
大
会
《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

　

６
月
16
日
（
日
）、
鹿
児
島
ア
リ
ー

ナ
で
第
14
回
県
下
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
出
場
し
た
牛
嶋
康
太
さ
ん

（
榕
城
小
）
が
５
年
男
子
の
部
で
、
柳

田
千
寿
さ
ん
（
榕
城
小
）
が
５
年
女
子

の
部
で
、
中
村
優
心
さ
ん
（
榕
城
小
）

が
４
年
女
子
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
３
位
と

健
闘
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
優
勝
す
る
と
全
国
大

会
へ
出
場
で
き
る
た
め
、
次
回
の
大
会

で
は
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

左から牛嶋さん、柳田さん、中村さん

▲感謝状を手にする江口スワ子さん（中央）
と德永ヨシヱさん（右）

市政の窓



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
て
完
成　

児
童
の
文
字
付
カ
ボ
チ
ャ
（
伊
関
小
）

　

６
月
24
日
（
月
）、
学
校
近
く
の
倉

庫
で
、
伊
関
小
の
児
童
18
名
が
文
字
付

カ
ボ
チ
ャ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

５
日
に
校
区
内
の
畑
で
、
児
童
が
文

字
入
れ
を
行
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
を
古
田
新

一
さ
ん
（
伊
関
校
区
行
政
連
絡
員
）
が

収
穫
。
絵
や
文
字
が
く
っ
き
り
と
き
れ

い
に
浮
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
カ
ボ
チ
ャ
に
つ
い
た
土

な
ど
を
、
た
わ
し
や
タ
オ
ル
で
ピ
カ
ピ

カ
に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。
完
成
し
た
カ

ボ
チ
ャ
は
、
学
校
や
家
庭
に
飾
り
、
そ

の
後
は
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
す
。

種
子
島
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合　

市
街
地
清
掃
活
動
を
実
施

　

６
月
24
日
（
月
）、
種
子
島
た
ば
こ

販
売
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
が
市
街
地
で

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
が
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
こ
の
日
は
、
ご
み
や
吸
い
殻
、

空
き
缶
等
を
拾
い
、
市
街
地
の
美
化
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
清
掃
活
動
を
通
し
て
、
未
成

年
者
の
喫
煙
防
止
、
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向

上
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　

吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
は
止
め
、
喫
煙

は
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
「
お
楽
し
み
会
」
を
開
催　

中
目
な
で
し
こ
会

　

６
月
27
日
（
木
）、
榕
城
中
目
公
民

館
で
、
中
目
な
で
し
こ
会
（
安
山
昌
代

会
長
、
会
員
44
名
）
が
お
楽
し
み
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
な
で
し
こ
会
」
は
、
元
気
ア
ッ
プ

体
操
や
見
守
り
活
動
な
ど
高
齢
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
支
援
者
と
、
高
齢
者
か
ら

な
る
組
織
で
、
平
成
29
年
５
月
か
ら
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
地
域
の
方
も
加
わ
り
、
約
60

名
が
出
席
。
歌
や
踊
り
な
ど
、
多
数
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会
の

最
後
に
は
、
出
席
者
全
員
で
音
楽
に
合
わ

せ
、
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

安
山
会
長
は
、「
少
し
で
も
笑
い
声
の

増
え
る
よ
う
な
仲
間
づ
く
り
に
取
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
今
後
の
意
気
込
み
を
話
し

ま
し
た
。

④市政の窓
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すてきな七夕飾りをありがとうございました！

7/1 西之表幼稚園の皆さん

7/5 めいろうこども園の皆さん

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

   　

保
護
司
会
の
皆
さ
ん
が
訪
問

　

６
月
28
日
（
金
）、
種
子
島
保
護
区

保
護
司
会
の
圖
師
和
俊
会
長
は
じ
め
、

８
名
が
来
庁
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
県

知
事
か
ら
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
へ
の
協
力
依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
過
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
無
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
、
今
回
で
69
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

少
林
寺
拳
法
県
大
会
で
大
活
躍

《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

　

６
月
30
日
（
日
）、
い
ち
き
串
木
野
総

合
体
育
館
で
、
少
林
寺
拳
法
鹿
児
島
県

大
会
が
開
催
さ
れ
、
種
子
島
道
院
拳
友

会
か
ら
10
名
が
出
場
し
、
各
ク
ラ
ス
で

大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
予
定
で
す
。

（最優秀賞）
小学生  黄帯  組演武
山元 奏太郎（小 2） 奥村 友義（小 2）
小学生  緑帯  組演武
濱添 ねね（小 4） 松原 春奈（小 4）
中学生女子  組演武
有島 麻由美（中 1） 鎌田 李花（中 1）
中学生男子  組演武
鎌田 恭介（中 3） 鏑木 一平（中 1）
小学生団体演武（榕城小）
中学生団体演武（種子島中）
（優秀賞）
小学生茶・黒帯  単独演武
濱添 倫太朗（小 6）

伊
関
校
区
４
集
落
で
ヒ
マ
ワ
リ
が
成
長
中
！　

６
月
中
旬
頃
か
ら
、
伊
関
校
区

の
４
集
落
（
柳
原
・
浜
脇
・
伊
関
・

沖
ケ
浜
田
）
に
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
横
村
圭
隊
員（
伊
関
校
区
担
当
）

が
２
月
に
種
を
播
き
、
育
て
て
き

た
も
の
で
、
高
い
も
の
で
２
ｍ
ほ

ど
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

横
村
隊
員
は
、「
畑
の
耕
運
や

除
草
な
ど
、
地
域
の
方
が
手
を
貸
し
て
く
れ
、
こ
こ
ま
で
育
っ
た
」
と
地
域
の
方
へ

の
感
謝
を
語
り
ま
し
た
。
今
後
は
又
延
地
域
へ
も
植
え
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

ヒ
マ
ワ
リ
は
８
月
頃
ま
で
楽
し
め
そ
う
で
す
。

沖ケ浜田

伊関

⑤ 市政の窓
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７
月
７
・
13
〜
15
日
の
３
日
間
、
熊
毛
地
区
１
市
３
町
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

で
、
第
60
回
県
民
体
育
大
会
熊
毛
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
は
県
大
会
の
出
場
権
を
賭
け
、
熱
戦
を

展
開
。
西
之
表
市
は
、
12
種
目
で
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
（
軟
式
野
球
は
荒
天
の
た
め
７
月
28
日

に
延
期
）。
今
大
会
で
は
、
ゴ
ル
フ
が
９
連
覇
、

サ
ッ
カ
ー
が
６
連
覇
と
、
優
勝
を
続
け
て
い
ま

す
。
審
判
団
及
び
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
各
団
体
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
回
優
勝
し
た
種
目
の
選
手
及
び
、
陸
上
競

技
の
個
人
優
勝
者
は
、
９
月
21
〜
22
日
に
開
催

さ
れ
る
第
73
回
県
民
体
育
大
会
に
、
熊
毛
地
区

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

競技別成績（西之表市）
競 技 種 目 順位
陸上 1位

バレーボール 男子 1位
女子 2位

卓球 男子 3位
女子 2位

ソフトテニス 男子 1位
女子 3位

相撲 青年 2位
一般 2位

柔道 2位
剣道 3位
弓道 1位
ゲートボール 3位
サッカー 1位
軟式野球 ―

ソフトボール 男子 1位
女子 1位

バドミントン 男子 1位
女子 4位

テニス 男子 1位
女子 3位

市町別優勝種目数
市 町 名 数
西之表市 12
中種子町 7
南種子町 2
屋久島町 5

※ 7/14 終了時点
陸上競技個別優勝者

種 目 名 氏名 種 目 名 氏名
少年女子 800 ｍ 松元　愛純 少年女子走幅跳 坂元　美友
少年女子 100 ｍ 杉　阿李紗 少年男子走幅跳 栁　　俊輔
40 歳代男子 100 ｍ 中川　拓郎 少年男子砲丸投げ 戸川　大夢

共通女子
　4× 100 ｍ R

古田菜々子
坂元　美友
長渡　海玖
杉　阿李紗

30 歳未満男子
　　　　砲丸投げ 小倉　泰喜

第
60
回
県
民
体
育
大
会
熊
毛
地
区
大
会

グラウンド・ゴルフ 2位
ゴルフ 1位
全空連空手道 2位

バスケットボール 男子 1位女子 1位
サーフィン 2位
※全空連空手道は公開競技

バ
イ
オ
苗
引
渡
し
式

　
　
　
　
　
　

種
子
島
高
校

　

７
月
10
日
（
水
）、
優
良
系
統
サ
ツ

マ
イ
モ
（
バ
イ
オ
苗
）
の
引
渡
し
式
が

種
子
島
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
市
に
引
渡
さ
れ
た
バ
イ
オ
苗
は

約
８
３
０
本
（
安
納
紅
７
５
０
本
、
安

納
こ
が
ね
80
本
）。
安
納
い
も
の
ブ
ラ

ン
ド
化
や
、
地
域
活
性
化
へ
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

　

式
で
は
、
森
園
拓
斗
さ
ん
（
生
物
生

産
科
３
年
）
が
「
安
納
い
も
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
、
島
の
経
済
の
発
展
に
繋

が
っ
て
ほ
し
い
」
と
生
徒
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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市
長
独
言
№ 28
…
岳
之
腰
の
上
昇
気
流

　

空
飛
ぶ
鳥
は
上
昇
気
流
を
利
用
し
て
高
度
を
か
せ
ぎ
ま
す
。
渡
り
鳥
に
と
っ
て
、

広
大
な
海
に
連
な
る
島
々
は
旅
の
中
継
点
で
あ
り
、
休
息
の
地
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

馬
毛
島
に
飛
来
す
る
渡
り
鳥
た
ち
は
最
高
地
の
岳
之
腰
に
発
生
す
る
上
昇
気
流

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
標
高
七
一
㍍
の
頂
上
に
立
つ
と
、
麓
か
ら
吹
き
上
が
る

風
が
頬
を
な
で
ま
す
。

　

そ
の
馬
毛
島
の
空
を
ム
ナ
グ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
の
大
群
が
縦
横
に
移
動
す
る
の
を

私
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
集
団
乱
舞
を
眼
前
に
し
て
想
い
起
こ
し
た
の
は
、

古
代
祭
祀
跡
の
保
有
な
ど
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
沖
ノ
島
（
福
岡
県
）
の
こ
と
で
す
。

　

今
か
ら
11
年
前
、
台
湾
か
ら
来
日
し
た
研
究
者

に
同
行
し
、
玄
界
灘
の
孤
島
、
沖
ノ
島
に
渡
り
ま

し
た
。
台
湾
か
ら
沖
縄
、
奄
美
、
ト
カ
ラ
と
続
く

島
々
で
見
ら
れ
る
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
が

九
州
島
を
飛
び
越
え
、
周
囲
４
㌔
の
無
人
島
ま
で

渡
っ
て
い
る
事
実
に
驚
き
、
当
時
、
新
聞
記
者
の

立
場
で
記
事
に
し
ま
し
た
。
南
北
千
㌔
を
超
え
る

で
あ
ろ
う
長
旅
の
途
中
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
馬

毛
島
で
も
羽
を
休
め
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

馬
毛
島
で
ト
ビ
ウ
オ
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
、

漁
師
た
ち
は
ト
ビ
ウ
オ
の
群
れ
を
岳
之
腰
か
ら
探
し
ま
し
た
。
周
囲
３
６
０
度
が

見
渡
せ
る
貴
重
な
場
所
で
す
。
種
子
島
か
ら
日
々
望
む
馬
毛
島
は
、
岳
之
腰
を
頂

点
に
な
だ
ら
か
な
島
影
を
見
せ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
私
た
ち
が
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
風
景
で
す
。

　

今
年
１
月
に
訪
ね
た
姉
妹
都
市
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
は
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
を
観
光
資
源
に
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
渡
り
鳥
を
観
察
す
る
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
（
聖
域
）
に
馬
毛
島
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
第
50
回
種
子

島
鉄
砲
ま
つ
り
を
機
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
ア
デ
リ
ー
ノ
・
ソ
ア
レ
ス
市
長
や
ボ

デ
ィ
ボ
ー
ド
２
０
１
７
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ジ
ョ
ア
ナ
・
シ
ェ
ン
カ
ー
さ
ん
ら

が
来
島
す
る
の
で
、
話
題
に
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【材料】（8人分）
トッピー（中）…3尾
塩…………………小さじ 1
酢…………………大さじ 5
たまねぎ…………60 ｇ
パプリカ…………60 ｇ
パセリ……………少々

【作り方】
①　トッピーを 3枚におろし、分量の塩をふって 15 分間おいてから、酢を入れたバットに並べ、
　空気が入らないようにラップをかぶせて10分間おく。皮と小骨を取り除き、一口サイズに切る。
②　たまねぎは薄切りにして、しばらく水にさらしてから水けを切る。パプリカは棒状に切る。
③　鍋にＢの調味料を入れて弱火にかけ、塩・砂糖が溶けたら火をとめ、冷ます。
④　①、②、③を容器に入れて冷蔵庫で 1時間～ 1晩漬け込む。
⑤　器に盛り、パセリを添える。

第 147 弾

トッピーのマリネピピ
さっぱりと食べられる★種子島の旬の食材を

　　　　おいしく食べよう！

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24-3233

トーチカの立つ岳之腰。麓にはマゲシカ

Ｂ

レモン汁………大さじ 5
塩………………小さじ 1
砂糖……………大さじ 2
唐辛子…………1本
ローリエ………1枚
黒こしょう……少々
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⑧

浦田海水浴場行バスを運行します！
　夏休み期間に、浦田
海水浴場行きバスを運
行します。ぜひご利用
いただき、日本の水浴
場 88 選の透明度の高い

海水浴場を楽しんでください。
【期間】7月 20 日（土）～ 9月 1日（日）
【区間】
　西之表港～洲之崎～古園入口～浦田海水浴場

【料金】大人 300 円（小人 150 円）※小人は小学生まで

■問い合わせ先
　市役所経済観光課観光交流係
　☎ 22‐1111 内線 272・273
　 kankou@city.nishinoomote.lg.jp

 西之表港（9：30）→浦田海水浴場（9：55）

 浦田海水浴場（10：00）→西之表港（10：25）

 西之表港（15：00）→浦田海水浴場（15：25）

 浦田海水浴場（15：50）→西之表港（16：15）

1

便

2

便

西之表の偉人「西村天囚」講演会を開催
　西村天囚は、本市出身の漢
学者で、朝日新聞のコラム「天
声人語」の名付け親とされる
ジャーナリストです。
　明治 43 年、世界一周の旅

に出た天囚。アメリカで初めてエスカレーターに
乗り、「ケーブルカーのように動く梯段」と驚いて
います。では、この旅は西洋文明に驚くだけのも
のだったのでしょうか。旅行の全容を、当時の紀
行文と写真でたどってみましょう。
　3月の市民フェアで行った講演の続編です。ぜ
ひご来場ください。
【日時】8月 22 日（木）18：30 ～ 20：00 頃
【場所】市民会館 301 会議室
【演題】
「西洋文明に向き合った漢学者‐西村天囚の偉業‐」
《講師》湯浅邦弘教授（大阪大学大学院文学研究科）

■問い合わせ先
　市役所企画課歴史文化活用係
　☎ 22‐1111 内線 211

湯浅邦弘教授

　本市出身者や本市に縁のある方と地元の方々が、
ゴルフや交流会を通して、親睦を深めるとともに、
様々な情報交換を行うことで、本市の発展に繋が
ることを目的とした交流（ゴルフ）大会を開催し
ます。
　昨年は台風接近のため、やむなく中止となりま
したが、今年は多くの方のご参加をお待ちしてい
ます。ゴルフ大会のみ、交流大会のみの参加も大
歓迎です。
【開催日】10月 5日（土）
【申込期間】8月 1日（木）～ 9月 13 日（金）
◆ゴルフ大会
【対象者】出郷者、参加希望者
【時間】18：00 ～開会式
【場所】種子島ゴルフリゾート
【電話】0997‐27‐7888
【参加費】1,000 円
＊ゴルフプレー代、昼食代は別料金です。詳細は
事務局までお問い合わせください。

第 9回　種子島ふるさと交流（ゴルフ）大会参加者募集！
◆交流会
【対象者】出郷者、参加希望者
【時間】18：00 ～開会式
【場所】ホテルニュー種子島
【電話】0997‐23‐4567
【参加費】4,000 円

■申込・問い合わせ先
　市役所地域支援課協働推進係
　☎ 22‐1111 内線 214

第７回ふるさと交流大会の様子

市政の窓



1 人件費（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳
人口（年度末） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 平成 29 年度

人件費率
平成 30 年度 15,071 人 10,687,486 円 1,444,579 円 13.5% 15.0%

（注）この表は、歳出に占める人件費の割合を示したものです。人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

2 職員給与費（普通会計当初予算）

区　分 職員数（A） 給与費 １人当たりの
給与費（B/A）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

平成 31 年度 167 人 624,282 千円 103,164 千円 250,902 千円 978,348 千円 5,858 千円
（注）職員手当には、児童手当及び退職手当は含まれません。なお、給与費は当初予算に計上された額です。

3 職員の平均給料及び平均年齢 （平成 31 年 4月 1日現在）
一般行政職 技能労務職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
298,600 円 39.9 歳 362,400 円 57.3 歳

4 職員の初任給 （平成 31 年 4月 1日現在）

区　分
西之表市 鹿児島県 国

初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額 初任給 採用２年経過
日の給料額

一般行政職
大学卒 180,700 円 192,400 円 (202,944 円）

181,200 円
(216,048 円 )
192,900 円

(202,384 円 )
180,700 円

(215,488 円 )
192,400 円

高校卒 148,600 円 157,000 円 (166,880 円 )
149,000 円

(176,288 円 )
157,400 円

(166,432 円 )
148,600 円

(175,840 円 )
157,000 円

（注 1）この表は、新たに採用された職員の初任給と採用後２年経過日の給料額を示したものです。
（注 2）本市に勤務する県及び国の職員には、特地勤務手当が給料の 12％支給されており、（　）の中の数字はこの額を含
　　　む給料月額です。

5 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額 （平成 31 年 4月 1日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 252,300 円 287,400 円 319,000 円
高校卒 213,300 円 252,300 円 287,400 円

技能労務職 高校卒 191,800 円 227,900 円 252,300 円
（注）この表は、職員が採用されてから、10 年、15 年、20 年後の平均給料月額を示したものです。

6 一般行政職の級別職員数 （平成 31 年 4月 1日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容

主事補
・主事 主事 主査 係長級 補佐級 課長級 課長級

職員数（人） 28 15 45 32 18 19 0 157
構成比（％） 17.8 9.6 28.7 20.4 11.5 12.1 0.0 100.0
（注）本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。なお、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

7 職員手当　①期末勤勉手当 （平成 30 年度支給割合）

区　分 特定管理職 一般職員 特定管理職 一般職員
期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 国の制度との異同

6月期 1.025 月分 1.100 月分 2.125 月分 1.225 月分 0.900 月分 2.125 月分
同 同12 月期 1.175 月分 1.150 月分 2.325 月分 1.375 月分 0.950 月分 2.325 月分

計 2.200 月分 2.25 月分 4.450 月分 2.600 月分 1.850 月分 4.450 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 同 同

西之表市人事行政の運営状況
本市の人事行政について、市民の皆様に一層のご理解をいただくため、次のとおり状況をお知らせします。

■問い合わせ先　市役所総務課人事係　☎ 22-1111 内線 204   

⑨ 市政の窓



8 定員（部門別職員数） （各年 4月 1日現在）
職員数（人） 対前年増減数（人） 職員数（人） 対前年増減数（人）

平 29 平 30 平 31 平 29 平 30 平 31 平 29 平 30 平 31 平 29 平 30 平 31

一般
管理

議会 4 4 4
特別
行政

教育 21 21 23 2
総務 57 60 59 2 3 △ 1 警察
税務 12 10 11 △ 2 1 消防
労働 小計 21 21 23 0 0 2
農水 24 25 25 1

公営
企業
など

病院
商工 4 4 4 水道 10 9 9 △ 1
土木 13 12 13 △ 1 1 交通
小計 114 115 116 2 1 1 下水道

福祉
民生 16 14 14 △ 2 その他 22 24 24 △ 1 2
衛生 12 13 14 △ 1 1 1 小計 32 33 33 △ 1 1 0
小計 28 27 28 △ 1 △ 1 1 その他　計 53 54 56 △ 1 1 2

一般行政　計 142 142 144 1 0 2 総　合　計 195 196 200 0 1 4

④扶養手当・住居手当・通勤手当 （平成 31 年 4月 1日現在）

区　分 支給月額 国の制度との異同

扶
養
手
当

配偶者 6,500 円

同

扶養親族のうち１人子ども 10,000 円
扶養親族のうち１人父母等 6,500 円
配偶者のいない職員の扶養親族のうち 1人子ども 10,000 円
配偶者のいない職員の扶養親族のうち 1人父母等 6,500 円
上記のうち 16 歳に達する年度初めから 22 歳に達する年
度末までの子 5,000 円加算

住
居
手
当
借家（家賃月額 12,000 円を超える場合に限る） 27,000 円を限度に

家賃額に応じて支給 同

通
勤
手
当

交通機関利用者 21,700 円を限度に
運賃相当額を支給 異（支給限度額 55,000 円）

交通用具使用者 片道 2km以上の距離に対応して支給 3,000 円～ 37,700 円
異（離島という特殊事情
及び交通事情等を考慮し
て設定）

⑤特殊勤務手当 （平成 30 年度）
職員全体に占める手当支給職員の割合 20.9%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 30,735 円

手当の種類（手当数） 12

代表的な
手当名称 多くの職員に支給されている手当

税務課職員に支給される税務手当
福祉事務所職員に支給される福祉手当
保健師に支給される保健師手当

②時間外勤務手当 （平成 31 年 4月 1日現在）
区　分 支給総額 職員１人当支給年額

平成 30 年度 41,498 千円 248 千円
平成 29 年度 42,257 千円 256 千円

区分 西之表市 国の制度との異同
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤務 20 年 19.6695 月分 26.3655 月分 24.586875 月分
勤務 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分

同 同勤務 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他加算措置 定年前早期退職特例措置（2%～ 20%加算） 同

③退職手当 （平成 31 年 4月 1日現在）

⑩市政の窓



9 特別職の報酬等 （平成 31 年 4月 1日現在）
区分 給料・報酬月額 期末手当
市長 781,000 円

平成 30 年度支給割合
副市長 614,000 円
教育長 572,000 円 6月期 1.55 月分 (1.60 月分 )
議長 354,000 円 12 月期 1.70 月分 (1.70 月分 )
副議長 272,000 円 計 3.25 月分 (3.30 月分 )
議員 256,000 円

（注）期末手当欄の（　）は、議員の期末手当の支給割合です。

11 職員の勤務時間その他勤務条件 
　　　　　　　　　　　　　　（平成 31 年 4月 1日現在）

区　分 状　況
勤務時間 月～金曜日　8時 30 分～ 17 時 15 分
休憩時間 12 時～ 13 時

勤務を要しない日 国民の休日、土・日、12 月 29 日～ 1月 3日
年次休暇 1年につき 20 日（有給休暇）
その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

13 職員の分限及び懲戒処分　　　（平成 30 年度）
区　分 状　況
分限処分 0件
懲戒処分 0件

14 職員の服務（年次有給休暇）　　（平成 30 年）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消費率
5,212 日 1,473 日 133 名 11.1 日 28.3%

16 職員の福利及び利益の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 30 年度）
区　分 状　況

定期健康診断 127 名中 119 名受診（受診率 93.7％）
大腸がん検診 127 名中 113 名受診（受診率 89.0％）
人間ドック ２日ドック 13 名、１日ドック 56 名、節目ドック 2名、脳ドック 6名

15 職員の研修　　　　　　　　　（平成 30 年度）
区　分 人数

県市町村職員研修センターに依頼 59 名
簿記の基本と財務諸表の読み方 5 名
人事評価研修 10 名
メンタルヘルス 1 名
身につけたい接遇実践 1 名
業務改善 1 名
折衝・交渉能力向上 1 名
マーケティング手法政策形成 1 名
タイムマネジメント 1 名
パソコン研修（ＡＣＣＥＳＳ基礎） 2 名
市町村税課税事務研修 1 名
男女共同参画研修 32 名
メンタルヘルスマネジメント実践研修 2 名
法制執務研修 16 名
新任職員庁内研修 8 名
人事評価研修 117 名
伊佐市交流事業 22 名
入札談合等関与行為防止法研修 35 名
庶務担当者研修会 41 名
会計年度任用職員制度導入研修 71 名
学習会（希望職員相互研修） 40 名

12 職員の休業　　  　　　　　　　　（平成 30 年度）
区　分 状　況
育児休業 5名
病気休業 1名

10 職員任免及び職員数に関する事項 （平成 31 年 4月 1日現在）
平成 30 年 4月 1日
現在職員数

平成 30 年度中
退職者等

平成 31 年 4月 1日
採用者

平成 31 年 4月 1日
現在職員数

196 名 10 名 14 名 200 名

17 人事評価の状況
　人事評価は、職員のモチベーションを高め、組織全体の公務能率の向上につなげていくため、評価結果
の活用を通じ、人材育成につなげていくことが重要とされています。
　一方、評価のばらつきや精度の低さなどといった課題も見られることから、自己目標の設定の仕方や難
易度の設定方法、評価結果のブレをなくすための評価方法等について、外部講師による被評価者及び評価
者研修を実施しました。
　また、平成 29 年度からは、新たに係長級に昇格した者を中心として、鹿児島県自治研修センターにお
いて人事評価専門研修を受講させており、評価者としての視点から人事評価を学ぶために、今年度も対象
者を専門研修に参加させました。
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⑫

国税に関する一般的な相談は
熊本国税局の「電話相談センター」へ！
　国税に関する一般的なご相談は「電話相談セン
ター」をご利用ください。熊本国税局電話相談セ
ンターの職員がご相談をお受けします。ご利用の
際の手順は次のとおりです。
1. 最寄りの税務署に電話します。
2. 最初の自動音声案内で、番号「1」を選択します。
※税務署からのお尋ねに対する問い合わせや納付相
談、または税務署の職員にご用のある方は、番号「2」
を選択してください。

3. 次の自動音声案内で、相談したい内容の番号を
次の中から選択します。
①個人の年金や事業などの所得税
②給与などの源泉徴収（年末調整 ) 又は支払調書
③相続税や贈与税又は譲渡所得
④法人税
⑤消費税や印紙税
⑥その他のお問い合わせやご不明な点がある場合

■問い合わせ先
　種子島税務署　☎ 22‐0440（自動音声案内で「2」を選択）

種子島地区精神障害者家族支援教室
　地域における精神障害者の社会生活を支援する
ため、家族の役割と対応方法等に関する教室を開
催します。
　｢障害に関する理解を深めたい ｣、｢統合失調症
の症状や治療法を知りたい ｣、｢家族会について知
りたい ｣という方がいらっしゃいましたら、気軽
にお申込み、お問い合わせください。
【日時】８月８日 ( 木 )13：30 ～ 15：30（13：00 ～受付 )
【場所】市民会館 201 会議室
【入場料】無料
【主催等】熊毛支庁保健福祉環境部地域保健福祉課、西之
表保健所（共催…西之表市、種子島地区精神障害者家族会種子島会）
【内容】①講話 ｢統合失調症と向き合うために～精
神科医からのアドバイス～ ｣（統合失調症の症状や治療
法、社会生活への対処など）

講師…﨑元仁志先生（鹿児島大学病院精神科医師）
②家族会の紹介　③家族交流会

■申込・問い合わせ先
　熊毛支庁保健福祉環境部地域保健福祉課
　☎ 0997-22-1138

【日時】8月 18 日（日）
　　　　　 8：00 ～受付
【参加資格】中学生以上の
男女（先着 30 チーム）
【参加料】1 チーム 3,000
円（中高生のみで編成する

チームは 2,000 円、保険料含む、大会当日徴収）

【ルール】① 4人制（1チーム８人まで）で、女性
１人が必ずコート内にいること。
② 21 点ラリーポイント制 1セットマッチ（10分間）
※全チーム最低３試合実施します。
【申込】申込用紙（市民体育館、市役所総合案内所備付）
に必要事項を記入し、申込みボックスへ投函。ま
たは、「西之表市連合青年団」の Facebook ページ
から、記入済申込用紙の写真を添付してメッセー
ジを送信（当日原本をご持参ください）。
【申込締切】８月 7日（水）

■問い合わせ先
　西之表市連合青年団　小倉　080-1533-7965
　市バレーボール連盟　中園　080-1722-2612

西之表市　青年団

ビーチバレーフェスタ in 浦田参加者募集種子島地区広域事務組合臨時職員募集
【募集人数】介護認定調査員１名
【業務場所】中種子町役場もしくは西之表市役所
【業務内容】介護認定調査に係る聞き取り調査、
データ入力、書類作成
【資格免許】普通自動車運転免許（AT限定可）と、〔保
健師、看護師、准看護師、社会福祉士、社会福祉
主事、介護支援専門員、介護福祉士、訪問介護員
２級以上〕のうちいずれか
【勤務時間】8：30 ～ 17：15※土日祝日、年末年始は休み
【賃金】165,900 円　【選考方法】面接・作文
【契約期間】10月１日（火）～令和 2年３月 31日（火）
【受付期間】8月 23 日（金）まで※土日祝日を除く
　採用申請書（広域事務組合備付）に履歴書、作文、
資格を証明できるものの写し、納税証明書を添え
て提出してください。
※作文の題目は採用申請書を受取の際にご連絡します。
※西之表市・中種子町以外の方は、採用時いずれかの市・
町に転入見込みであることが条件です。

■提出・問い合わせ先
　種子島地区広域事務組合事務局介護認定審査係
　（西之表市役所内）☎ 24‐3955

市政の窓



ご支援
ありがとう
ございます
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金

　市では、平成 20 年度に「西之表市ふるさと応援寄附金条例」を制定し、
全国の皆様からご支援を頂いています。30 年度にお寄せいただいた寄附金
の総額は次のとおりです。
　総額 6,180 万 1,700 円　全 4,728 件（北海道 139 件、東北 134 件、関東・
甲信越 2,258 件、北陸 50 件、東海 522 件、関西 1,035 件、中国 150 件、四
国 92 件、九州・沖縄 348 件）
　「西之表市ふるさと（納税）応援寄附金」は、次の事業の財源として活用
させていただきました。

ウォーキング等推進事業
　市民の健康づくり啓発
のため、「わかさ公園」で
ウォーキング大会を開催し
ました。コースは、変化に
富む 3 コース、合計約 3.6

㎞。約110名の参加者が、それぞれのペースでゴー
ルを目指し、ウォーキングを楽しみました。

花とみどりのまちづくり事業
　景観づくりに積極的に
取組んでいる地域や団体
等の活動を支援するため、
花苗や種子、肥料などの
提供を行いました。市内

各地に花がある風景が増え、市民や来訪者に喜ば
れています。

小さな拠点づくり事業
　26 年度に閉校した鴻

こうのみね

峰
小学校（中割）を地域の
交流拠点に位置付け、交
流人口の増、地域の持続
と活性化を目指す取組を

行っています。
◯ 30 年度の取組み…修学旅行生の受入れ、こう
のみね祭りの開催、高齢者クラブ元気アップ体操、
立山校区とのグラウンドゴルフ交流会など

市制施行 60周年記念事業
　本市は 30 年度、市制施
行 60 周年を迎えました。
　これに伴い 30 年度を、
「郷土の良さを再発見し、
後世へとつなぎ、めぐる、

節目の年」と位置付け、本市の貴重な地域資源で
ある自然、歴史、文化を活かし、次代に引き継ぐ
記念事業を実施しました。

安納いもバイオ苗増殖運営事業
　種子島高校生物生産科
が増殖したバイオ苗（安
納紅 800 本、安納こがね
100 本）を、生産者に供
給することで、収量確保

及び品質安定を図る事業を行いました。
〇 30 年度苗供給本数…36,620 本

長浜市少年スポーツ交流事業
　滋賀県長浜市（友好
都市）と、青少年のス
ポーツ交流を行う事業。
昭和 63 年から隔年で両
市を行き来しています。

　30 年度は、長浜市でホームステイやスキー体験、
スポーツ交流を行いました。今年度は長浜市の団
員が、本市でホームステイをします。

子育て応援券支給事業
　赤ちゃんの出生をお祝いし、
子育て世帯の経済的負担の軽
減を図るため、出生時と満 1

歳時に、乳幼児の衣食に係る商品と交換可能な 1
枚 1,000 円分の応援券を 12 枚支給しています。

※イメージ

図書館図書整備事業（小学校）
　児童の多様な読書活動を推進す
るため、図書冊数を増やす「図書
館図書整備事業」を実施しました。
今年度も引き続き実施します。
〇安城小学校 107 冊、古田小学校

232 冊、国上小学校 300 冊、住吉小学校 356 冊合
計 995 冊

◆その他 35 事業に活用させていただ
きました。詳しくは市ホームページ
で紹介していますのでご覧ください。

■問い合わせ先　市役所経済観光課ふるさと納税推進係　☎ 0997-22-1111 内線 275
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タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
様
々

な
体
験
活
動
を
年
間
８
回
実
施
し
ま
す
。

　

６
月
１
日
に
実
施
し
た
第
１
回
目
は
、
カ
ヌ
ー
・
イ

カ
ダ
体
験
を
実
施
予
定
で
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ

ず
、
市
民
体
育
館
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
30
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
に
実
施
し
た
第
２
回
目
で
は
、
鉄
砲
館
で

「
夏
休
み
目
前
！
標
本
作
り
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
尾お

が
た形

之こ
れ
よ
し善

氏
よ
り
、
昆
虫
・
貝
殻
・
植
物
そ

れ
ぞ
れ
の
標
本
作
り
を
模
型
や
実
物
を
用
い
て
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
使
う
道
具
を
触
ら
せ
て
も
ら
い
、
蝶
の
羽
の

広
げ
方
や
針
の
指
し
方
な
ど
、
本
格
的
な
作
業
に
子
ど

も
た
ち
は
興
味
津
々
の
面
持
ち
で
活
動
に
取
組
ん
で

い
ま
し
た
。
夏
休
み
期
間
中
に
は
標
本
の
名
付
け
会
も

鉄
砲
館
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
で
、

標
本
作
り
に
挑
戦
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

今
後
の
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
へ
の
参
加
申
込
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
、
ま
な
び
〜
ま
し
ょ
う
♪

　

み
ん
な
で
楽
し
く
、
ま
な
び
〜
ま
し
ょ
う
♪

▲第 1回 ニュースポーツ・レクリエーション

●
「
ひ
ょ
う
た
ん
め
ん
」（
紙
芝
居
）

　

む
か
し
乙
次
郎
孫
次
郎
と
い
う
人
が
馬
を
ひ
い
て
塩
を

買
っ
て
帰
る
途
中
、
ひ
ょ
う
た
ん
め
ん
が
出
る
と
い
う
う
わ

さ
の
あ
る
山
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。
乙
次
郎
孫
次
郎
は
少

し
で
も
早
く
こ
の
山
を
通
り
ぬ
け
よ
う
と
馬
の
足
を
急
が
せ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
案
の
じ
ょ
う
後
ろ
の
ほ
う
か
ら
、「
お
ー

い
、
お
ー
い
、
乙
次
郎
孫
次
郎
、
待
て
待
て
、
そ
の
塩
を
食

わ
せ
ぇ
」
と
ひ
ょ
う
た
ん
め
ん
が
お
ろ
う
で
（
叫
ん
で
）
き
ま
し
た
。
乙
次
郎
孫

次
郎
は
無
事
ひ
ょ
う
た
ん
め
ん
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

●
「
河
太
郎
の
日
魚
」（
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
）

　

西
之
表
の
甲
女
川
は
種
子
島
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
川
で
、
橋

が
二
つ
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
二
百
年
ば
か
り
前
、
そ
こ

に
小
さ
な
わ
ら
小
屋
を
つ
く
っ
て
、
甚
吉
と
い
う
じ
い
さ
ん

が
ひ
と
り
住
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
る
年
、
大
雨
が
降
り
つ
づ

い
て
、
と
う
と
う
甲
女
川
も
水
が
あ
ふ
れ
だ
し
、
あ
た
り
の

田
畑
は
水
び
た
し
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
甚
吉

じ
い
さ
ん
の
わ
ら
小
屋
へ
河
太
郎
が
た
ず
ね
て
来
ま
し
た
が
…
河
太
郎
の
目
的
は
？

　

ど
ち
ら
の
話
も
ち
ょ
っ
と
滑こ
っ
け
い稽
で
憎
め
な
い
感
じ
の
め
ん
こ
う
で
す
。
続
き

は
図
書
館
に
読
み
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
！

引
用
文
献
『
種
子
島
の
民
話
第
一
集
・
第
二
集
』
下
野
敏
見
／
編
・
未
来
社
／
発
行

▲第 2回 標本作り教室

⑮ 市政の窓



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

知
っ
得
！

年
金 
シ
リ
ー
ズ

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
た
め
に
は
…

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
法
定
免
除
※
１
）、
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比

べ
て
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
保
険
料
は
、
後
か
ら
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
追
納
し
た
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
に
よ
り
所
得
税
や
住
民
税
が
軽

減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
１
…
法
定
免
除
と
は
…
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
期
間
や
生
活
保
護
の
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
期
間
な
ど
は
、
本
人
か
ら
の
届
出
に
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
さ
れ
る
こ
と
。

１ 

追
納
制
度
と
は

　

保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
な
ど
の
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
。

２ 

追
納
で
き
る
期
間

　

追
納
の
申
し
出
が
承
認
さ
れ
た
月
の
前

10
年
以
内
。

３ 

注
意
事
項

〇
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、
残
り
の

消
費
生
活
の
窓

花
火
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

■
消
費
に
関
す
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　

☎
22
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

【
事
例
１
】

　

兄
弟
３
人
で
花
火
を
し
て
い
た
。
落

ち
て
い
た
手
持
ち
花
火
を
触
っ
て
し
ま

い
、右
手
を
や
け
ど
し
た
。（
１
歳
男
児
）

【
事
例
２
】

　

キ
ャ
ン
プ
で
花
火
を
し
て
い
た
。
他

の
子
ど
も
が
花
火
を
振
り
回
し
て
い

て
、
そ
れ
が
左
手
に
飛
ん
で
き
た
。
す

ぐ
に
洗
っ
て
冷
や
し
た
が
左
手
の
甲
を

や
け
ど
し
た
。（
７
歳
女
児
）

　

花
火
は
楽
し
い
も
の
で
す
が
、
例
年
子

ど
も
の
や
け
ど
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

◆
花
火
を
す
る
際
は
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば

せ
ず
、
保
護
者
な
ど
、
大
人
が
必
ず
付
き

添
い
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
の
行
動
を
よ
く
見
て
、
花
火
を

振
り
回
し
た
り
、
人
に
向
け
た
り
す
る
な

ど
の
危
険
な
行
為
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

◆
サ
ン
ダ
ル
な
ど
の
肌
の
露
出
が
多
い

靴
、
火
が
移
り
や
す
い
素
材
や
形
の
服
を

避
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◆
本
体
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
に
記
載
さ

れ
て
い
る
注
意
事
項
を
必
ず
守
り
ま

し
ょ
う
。 

納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い

場
合
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

〇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
の
方
は
追
納

で
き
ま
せ
ん

〇
追
納
は
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
う

ち
、
原
則
古
い
期
間
の
保
険
料
か
ら
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間

（
受
給
資
格
期
間
※
２
）
は
、
10
年
以
上

で
す
。
10
年
に
満
た
な
い
場
合
は
、
追
納

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給
が
可
能
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
２
…
受
給
資
格
期
間
と
は
、
次
の
①
〜

⑤
の
合
計
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

②
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予

を
受
け
た
期
間

③
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た
期
間

④
厚
生
年
金
等
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
配
偶
者
の
期
間

⑤
日
本
国
籍
の
方
で
海
外
に
居
住
し
て
い

た
期
間
な
ど
の
合
算
対
象
期
間
（
カ
ラ
期

間
）

　

た
だ
し
、
⑤
の
場
合
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

発生件数　 10 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 14 人

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3725 4087 7812 3970
上西 243 264 507 281
下西 1040 1165 2205 1178
国上 507 552 1059 579
伊関 190 202 392 214
安納 191 203 394 223
現和 594 612 1206 668
安城 141 148 289 165
立山 48 43 91 51
中割 43 47 90 55
古田 175 206 381 197
住吉 391 459 850 481

［校区別］

［火　災］
出火件数　 0 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　58 件
うち急病　36 件

6 月分

7月 10 日現在（累計）
［人口］
全体 15,276 人（－ 17）
男性 7,288 人（－ 11）
女性 7,988 人（－ 6）
［世帯数］
8062 世帯（－ 12）
（　）内の数字は前月比

６月末現在

交通事故

火災・救急
人口・世帯

暮らしの窓

⑯市政の窓



受
講
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
出
前
講
座
）

　

市
で
は
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知

識
と
理
解
を
持
ち
、
地
域
で
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
に
対
し
て
で
き
る
範
囲
で
手

助
け
を
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー（
キ
ッ

ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
）」
を
養
成
し
、
認
知
症

高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、
食
生
活
改
善
推
進

員
や
美
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆

さ
ん
等
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
で

は
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
も
含
め
、
延
べ

１
９
６
８
名
の
方
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
単
位
や
、
職
場
単
位
、
ま
た
、
子

ど
も
会
の
集
会
等
で
認
知
症
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
が
あ
る

方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
３
０

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
‐
５
２
２
５

「
き
ぼ
う
」
か
ら
超
小
型
衛
星

　
　
　
　
　

４
機
の
放
出
に
成
功
！

　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本

実
験
棟
「
き
ぼ
う
」
か
ら
、
６
月
17

日
（
月
）
に
超
小
型
衛
星
４
機
が
放

出
さ
れ
ま
し
た
。「
き
ぼ
う
」
か
ら

の
超
小
型
衛
星
の
放
出
は
２
０
１
２

年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
計
38
機
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
放
出
さ
れ
た
超
小
型
衛
星
は

国
際
的
な
衛
星
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
、
日
本
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ネ

パ
ー
ル
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
開
発
さ

れ
た
も
の
で
す
。

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★
★

★
★★ ★

★
★★ ★ ★

増
田
宇
宙
通
信
所
施
設
公
開
開
催
！

　

令
和
元
年
８
月
24
日(

土)

に
増

田
宇
宙
通
信
所
の
施
設
一
般
公
開
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

【
開
催
時
間
】
10
時
〜
16
時

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

〇
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
に
よ
る
宇
宙
講
話

〇
屋
外
施
設
案
内
ツ
ア
ー
＆
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー

〇
工
作
コ
ー
ナ
ー(

手
作
り
ロ
ケ
ッ

ト
と
紙
ジ
ャ
イ
ロ)

〇
記
念
写
真
コ
ー
ナ
ー（
宇
宙
服
試
着
）

※
天
候
や
作
業
状
況
に
よ
っ
て
は
延 超小型衛星放出の様子

Ｈ
３
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
（
Ｓ

Ｒ
Ｂ
‐
３) 

燃
焼
試
験
の
お
知
ら
せ

期
・
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
増
田
宇
宙

通
信
所
（
２
７
‐
１
９
９
０
）
ま
で
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
試
験
日
時
】

　

８
月
21
日（
水
）10
時
〜
19
時（
予
定
）

※
１
回
の
燃
焼
時
間
は
２
〜
３
分
程
度

で
す
。
こ
の
間
、
打
上
げ
時
と
同
程
度

の
音
が
続
き
ま
す
。

【
予
備
日
】

　

８
月
22
日
（
木
）
〜
８
月
31
日
（
土
）

※
状
況
に
よ
っ
て
は
、
９
月
以
降
も
試

験
実
施
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
試
験
日
立
入
規
制
】

　

燃
焼
試
験
当
日
に
は
、
立
入
規
制

範
囲
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
竹
崎
漁
港

へ
の
通
路
、
宇
宙
科
学
技
術
館
、
試

験
場
周
辺
の
海
上
が
含
ま
れ
、
規
制

範
囲
入
口
に
は
要
員
を
、
海
上
に
は

警
戒
船
を
配
置
し
、
通
行
規
制
を
実

施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

（
２
６
‐
２
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　

何
が
で
き
る
？
》

特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は

　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
！

例
え
ば
…

〇
地
域
や
職
場
で
認
知
症
に
な
っ

た
人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す

る
よ
う
努
め
る

〇
知
人
や
友
達
に
認
知
症
に
関
す

る
知
識
を
伝
え
る

〇
外
出
先
で
困
っ
て
い
る
人
に「
ど

う
し
ま
し
た
か
」
と
声
を
か
け
る

〇
近
隣
所
の
住
民
と
し
て
、
自
分

に
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
す
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

宇
宙
科
学
技
術
館
か
ら
の
ご
案
内

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
８
月

に
「
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
な
ど
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
宇
宙
科
学
技
術
館

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

⑰ 市政の窓



戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
５
月
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

木
山　

遥は
る
な渚

女
祐
介

文

上
之
原
町

白
石　

莉り
と都

女
宏
明

佳
代

埼
玉
県

今
吉　

結ゆ
う
り梨

女
圭
介

由
衣

鹿
児
島
市

新
垣　

葵き
ほ帆

女
潤

潤

沖
縄
県

黒
木　

結ゆ
う
か奏

女
総
司

う
ら
ら
浜
之
町

中
村　

海か
い
と仁

男
貴
広

愛
美

西
俣

川
脇　

心こ
こ
は陽

女
伸
太
郎
靖
迪

中
西

川
下　

京け
い

男
良

真
梨
恵
塰
泊

宇
良　

遥よ
う

女
大
吾

亜
弓

沖
縄
県

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）（
故
人
名
）

中
村　

順
次

国
上
中
目
中
村　

正
秋

日
髙　

常
喜

能
野
里
日
髙　

常
藏

土
田　

耕
一

川
迎

土
田　

家
義

園
田　

和
彦

西
俣

園
田　

四
男

田
頭　

千
鶴

田
之
脇

田
頭　

建
二

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
付
を

賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親

族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

花
木　

孝
芳

70

峯

榎
本　

義
樹

87

軍
場

山
下　

ヱ
ツ
子

92

村
之
町

福
山　

政
二

77

美
浜
町

沖
田　

初
子

73

沖
ケ
浜
田

榎
本　

ヨ
ミ

88

池
野

浦
口　

繁
子

87

浜
之
町

西　

幸
一
郎

77

古
田
上
之
町

沖
田　

キ
ヨ
子

84

沖
ケ
浜
田

上
妻　

宗
三
郎

82

古
田
中
之
町

池
島　

孝
𠮷

93

池
田

下
江　

ツ
ヤ

86

湊

古
田　

光
則

74

浦
田

上
妻　

靜
子

93

野
首

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

黒
川　

輪
平　
　
　

松
畠　
　

　
　

＆

日
髙　

由
満　
　
　

松
畠

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
７
月
15
日
受
付
分
）

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
７
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

お
く
や
み（
〜
７
月
15
日
受
付
分
）
山
下　

裕
子

榕
城
中
目
山
下　

隆

小
倉　

晴
美

西
町

小
倉　

達
弘

岩
﨑　

孝
信

野
首

岩
﨑　

茂
信

上
妻　

靜
則

城

上
妻　

シ
ノ

　

市
政
の
窓
７
月
号
３
ペ
ー
ジ
「
故
瀬

下
満
義
前
市
議
会
議
員
に
旭
日
双
光

章
を
伝
達
」
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

（
誤
）
旭
日
双
光
章

（
正
）
旭
日
單
光
章

川
村　

勇
矢　
　
　

下
能
野　
　

　
　

＆

羽
迫　

絵
美　
　
　

鹿
児
島
市

東
條　

裕　
　
　
　

鹿
屋
市　
　

　
　

＆

川
野　

恵
美　
　
　

松
畠

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根 菜 類 850 411 4,013 399
葉 茎 菜 類 1,201 159 4,905 739
果 菜 類 9,949 1,723 4,683 806
そ の 他 5,563 762 3,129 635
小 計 17,563 3,055 16,730 2,579

果
物
類

かんきつ類 0 0 17 24
果 瓜 類 1,321 267 873 177
そ の 他 487 277 2,230 623
小 計 1,808 544 3,120 824

鳥卵・加工品等 95 32 760 217
花　類 17,687本 694 0 本 0

青果状況【６月】 種子島公設地方卸売市場☎ 22‐0216
　

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
8
月
の
休
み
》
4
日
・
7
日
・
14
日
・
15
日
・

16
日
・
18
日
・
21
日
・
25
日
・
28
日

区　

分

島
内
産

島
外
産

入
荷
量
40
ト
ン
19
ト
ン
（
48
％
）
21
ト
ン（
52
％
）

取
引
額

　

７
９
５
万

４
３
３
万
円

　
（
54
％
）

３
６
２
万
円

　
（
46
％
）

広
告

広
告

アルコール分/25度
容　量/1800ml

アルコール分/25度
容　量/900ml

化粧箱入りも
好評販売中!!

アルコール分/25度

も
!!

糖
度
の
高
い
種
子
島
産「
安
納
芋
」を
使
用
し
た

甘
い
香
り
と
、
や
わ
ら
か
い
旨
味
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※お酒は20歳をすぎてから。飲酒運転はやめましょう。

全国酒類コンクール
いも焼酎第1位
金賞受賞

上記の店のみ販売しております

池浪商店
国生商店
ことぶきや
東 商 店
浜島商店

お買い求めは
西之表地区酒類販売同友会

のお店で
（0997）
☎22-0377
（0997）
☎22-0041
（0997）
☎22-1338
（0997）
☎22-1258
（0997）
☎23-8912

⑱市政の窓



  

鉄
砲
館
企
画
展

  　

上
妻
家
文
書
展

    

文
書
が
語
る
、
地
域
の
歴
史

　

島
主
で
あ
る
種
子
島
氏
の
筆
頭
家
老

で
あ
っ
た
上
妻
氏
。
そ
の
お
屋
敷
か
ら

は
、
貴
重
な
古
文
書
類
が
多
数
発
見
さ

れ
、
鉄
砲
館
で
は
修
復
・
復
元
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
修
復
・
復
元
を
終
え
た
資
料

を
中
心
に
公
開
し
、
古
文
書
を
通
し
て
地

域
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　

上
妻
家
文
書
展
の
観
覧
は
入
館
無
料

広
告
の
ひ
ろ
ば
裏
表
紙
へ
続
く

広告

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所

総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら
一
人
一
点
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

退
位
の
儀
終
え
し
陛
下
は
皇
后
の
手
を
支
え
つ
つ
段
降
り
給
う

短
冊
を
持
ち
て
夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
星
も
瞬ま

た
たく

七
夕
の
夕
べ

旅
立
ち
し
友
の
夢
見
て
目
が
覚
め
て
ふ
と
た
め
息
の
い
ず
る
我
な
り

湊
に
て
蘇
鉄
に
囲
ま
る
恵
比
寿
神
社
出
船
入
船
見
守
り
て
お
り

梅
雨
の
夜
む
し
あ
つ
い
中
羽
ア
リ
が
食
卓
に
乱
舞
ダ
レ
ヤ
メ
や
め
た

平
成
を
お
し
む
か
桜
散
り
ゆ
き
て
令
和
を
花
で
祝
い
向
か
え
ん

う
ぐ
い
す
も
鳴
き
て
参
加
の
吟
行
会
種し

ま
子
島
北
端
の
喜
志
鹿
崎
行
き

福
岡
の
曽
孫
「
令
和
」
は
一
年
生
カ
バ
ン
を
背
負
っ
た
写
真
届
け
り

陽
の
遊
ぶ
午
後
の
散
策
母
連
れ
て
病
室
抜
け
れ
ば
緑
萌
え
い
る

掘
り
た
て
の
竹
の
子
一
本
二
百
円
今
宵
は
夫
と
竹
の
子
御
飯

母
と
寝
た
胸
の
香
り
を
も
う
一
度
夢
に
見
せ
て
よ
幼
な
き
日
々
を

上
州
は
黄
金
の
稔み

の

り
麦
畑
せ
わ
し
刈か

り
穫と

り
田
植
の
仕し

た
く度

喜き

し

が
志
鹿
崎さ

き

沖
に
小
舟
が
見
え
か
く
れ
今
日
は
間ま

ぢ
か近
に
志し

ぶ

し
布
志
の
街ま

ち

が

幼
き
日
野
苺
つ
み
て
つ
わ
の
葉
を
く
る
り
と
丸
め
器
と
な
り
て

雨
の
日
も
ア
ジ
サ
イ
あ
れ
ば
気
分
良
し

見
上
げ
た
ら
空
が
見
え
た
よ
き
れ
い
だ
な

鴨
女
町
・
池
田　

公
栄

わ
ら
び
苑
・
池
村　

セ
イ

上
石
寺
・
石
村　

弘
子

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

庄
司
浦
・
岩
坪　

勇
二

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

中
西
・
髙
重　

孝
子

小
牧
・
田
上　

那
枝

横
山
・
中
目
健
一
郎

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

香
里

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

正
德

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
と
も
ゆ
き

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
み
の
る

広告
※「暮らしの窓」は 16 頁に掲載しています。

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

※
期
間
中
は
毎
日
開
館
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】７
月
27
日（
土
）〜
９
月
24
日（
火
）

８
時
30
分
〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

【
会
場
】
鉄
砲
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
「
鉄
砲
館
」

　

☎
２
３
‐
３
２
１
５

⑲ 市政の窓



広
告
の
ひ
ろ
ば

［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295
[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

℡
0997‐

22‐
0476

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

18
Ｐ
か
ら
続
く

地産地消！
   島内産の木材で
　　　家を建てよう

地元材専門の店
  種子島森林組合

〇本所（洲之崎）℡ 0997-22-1123
〇西之表販売所（本立チップ工場）℡ 0997-23-0664
〇中種子販売所（納官・製材工場）℡ 0997-27-7800
〇南種子販売所（支所）℡ 0997-26-1209

名称
規格 価格（円）

※税抜き長（m）厚（㎜）幅（㎜）

4分板
2 12 90 50
2 12 150 125

5 分板
2 15 90 60
2 15 150 150

タルキ
2 45 45 150
4 45 45 350

壁板
2 9 180 280
2 9 360 800

3 寸角 4 90 90 1,200
3.5 寸角 4 105 105 1,800
４分角 4 120 120 2,500
 その他たくさん揃えてあります。

撮影・中種子販売所（製材工場）

3 5日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

3 5日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.takasakishuzo.com

・
未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
・
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

創
業
明
治
36
年

ー

ー

ー

2019夏限定

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp


